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束
稲
山
麓
の
農
業

北
上
川
東
岸
に
位
置
す
る
一
関

市
舞
川
地
区
、
平
泉
町
長
島
地
区
、

そ
し
て
本
市
の
前
沢
区
生
母
地
区

か
ら
成
る
束
稲
山
麓
地
域
は
、
束

稲
山
（
経
塚
山
、
音
羽
山
、
束
稲

山
の
総
称
）
と
北
上
川
に
挟
ま
れ
、

古
く
か
ら
水
害
が
多
い
地
域
で
す
。

そ
の
た
め
先
人
た
ち
は
「
束
稲

山
麓
の
棚
田
な
ど
を
活
用
し
た
伝

統
的
な
中
山
間
地
域
農
業
」と「
北

上
川
流
域
の
遊
水
地
な
ど
を
活
用

し
た
水
田
農
業
」
を
組
み
合
わ
せ

て
北
上
川
の
水
害
に
対
応
し
た
農

業
ス
タ
イ
ル
を
築
き
上
げ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
特
徴
的
な
農
業
ス
タ
イ
ル

の
ほ
か
に
も
、
山
と
川
が
共
存
す

一関市、奥州市、平泉町の３市町にまたがる束稲山麓地域。そこで営まれる農業システ

ムの世界農業遺産認定を目指す「束稲山麓地域農業遺産認定推進協議会」が平成28年９

月29日より発足しています。

31年の認定に向けて活動が本格化する取り組みを通じて、地域の活性化を目指します。

■問い合わせ＝県南広域振興局農政部（察鰻2841）、本庁農地林務課農村保全室（内線372）

る
景
観
・
環
境
、
そ
れ
に
根
差
し

た
文
化
・
伝
統
な
ど
が
育
ま
れ
、

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
農
業
シ

ス
テ
ム
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
と
は

食
料
の
安
定
確
保
を
目
指
す
国

際
組
織
で
あ
る
国
際
連
合
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
、
社
会
や

環
境
に
適
応
し
な
が
ら
形
作
ら
れ

て
き
た
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
と
、

そ
れ
に
関
わ
っ
て
育
ま
れ
た
文
化
、

景
観
、
生
物
多
様
性
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
世
界
的
に
重
要
な
農
業

シ
ス
テ
ム
を
、
次
世
代
に
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
０
２

（
平
成

）
年
に
創
設
し
た
の
が

14

世
界
農
業
遺
産
で
す
。

平
泉
の
認
定
な
ど
で
知
ら
れ
る

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
が
遺
跡
や
歴

史
建
造
物
、
自
然
な
ど
の
「
不
動

産
」
が
登
録
、
保
護
の
対
象
で
あ

る
の
に
対
し
、
世
界
農
業
遺
産
は

伝
統
的
な
農
業
の
「
シ
ス
テ
ム
」

が
対
象
で
す
。

認
定
を
受
け
た
場
合
で
も
、
農

法
な
ど
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
用
・
保
全
の
計
画
に
基
づ
き
、

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の

経塚山から眺める生母地区

ฒฒພພののխխጛጛᭀᭀ྇྇ᮣᮣጆጆ
29年６月１日現在、国内では８地域が認定され

ています。

新潟県佐渡市
トキと共生する佐渡の里山

（23年認定）

石川県能登地域
能登の里山里海
（23年認定）

ほかに以下の６地域が認定

静岡県掛川周辺地域…静岡の茶草場農法

大分県国東半島宇佐地域…クヌギ林とため池がつなぐ国東半

島・宇佐の農林水産循環

熊本県阿蘇地域…阿蘇の草原の維持と持続的農業

岐阜県長良川上中流域…清流長良川の鮎

和歌山県みなべ・田辺地域…みなべ・田辺の梅システム

宮崎県高千穂郷・椎葉山地域…高千穂郷・椎葉山地域の山間

地農林業複合システム

15広報おうしゅう

農
業
・
農
村
振
興
の
施
策
が
進
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
農

業
・
農
法
や
豊
か
な
生
物
多
様
性

な
ど
を
次
世
代
に
確
実
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

束
稲
山
麓
地
域
世
界
農
業
遺
産

認
定
推
進
協
議
会
で
は
、
束
稲
山

麓
の
農
業
が
全
国
的
に
も
希
少
な

農
業
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
次
世
代

に
継
承
す
べ
き
伝
統
的
な
も
の
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
地
域
の

宝
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ

て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
ま
で

営
ん
で
き
た
農
業
の
価
値
を
再
認

識
し
て
農
業
を
守
る
と
い
う
機
運

を
高
め
、
一
緒
に
地
域
の
将
来
を

考
え
て
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

昨年９月の設立総会で青木幸
ゆき

保平泉町長が会長に選出
お




